
第
四
節
　
進
展
す
る
地
域
の
連
携

一
　
広
域
事
業
・
市
町
連
携
事
業
の
時
代

広
域
事
業

の
進
展

こ
の
時
期
の
市
町
情
勢
の
特
徴
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
広
域
事
業
の
進
展
で
あ
る
。
広
域
事
業
が

進
展
し
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
高
度
経
済
成
長
か
ら
安
定
成
長
期
に
転
換
す
る
中
で
、
既
存
の
人
的
・
物
的

資
源
を
効
率
的
に
使
い
な
が
ら
住
民
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
生
活
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

生
活
環
境
重
視
の
機
運
を
高
め
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
に
福ふ

く
田だ

赳た
け
夫お

内
閣
が
閣
議
決
定
し
た

第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
三
全
総
）
で
新
た
に
示
さ
れ
た
定
住
構
想
で
あ
る
。
定
住
構
想
で
は
、
大
都
市
部
に
お
け
る
過

密
と
地
方
に
お
け
る
過
疎
の
問
題
に
対
応
し
つ
つ
、
全
て
の
国
土
の
均
衡
的
な
利
用
と
人
間
的
な
居
住
環
境
の
整
備
を
図
り
、

新
た
な
生
活
圏
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
定
住
構
想
の
理
念
は
、
そ
の
後
の
大
平
正
芳
内
閣
で
も
継
承
さ
れ
、

昭
和
五
十
五
年
に
大
平
が
立
ち
上
げ
た
研
究
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
「
田
園
都
市
構
想
」
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
構
想
で
示
さ
れ
た
理
念
を
具
体
化
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
の
が
、
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
で
あ
る
。
従
来
の
広

域
市
町
村
圏
計
画
に
お
い
て
は
、
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
網
や
ゴ
ミ
収
集
・
消
防
と
い
っ
た
広
域
処
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
で
は
、
住
宅
や
下
水
道
の
建
設
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
関

連
施
設
の
整
備
な
ど
、
住
民
の
地
域
生
活
全
般
に
関
わ
る
課
題
へ
の
対
応
が
目
指
さ
れ
た
。
各
圏
域
で
策
定
さ
れ
た
計
画
で
は
、

活
発
な
産
業
活
動
、
雇
用
の
安
定
と
創
出
、
高
水
準
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
制
度
の
確
立
、
安
ら
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表 8　県内の新広域市町村圏計画の概要

圏域名 策定（改定）
年度

計画期間 圏域の基本目標 主な広域事業（事業主体）
＊当初計画時基本構想 基本計画

東播臨海 昭 54
（昭 60）

昭 55～平 2 昭 55～昭 60 加古川流域文化経済創
造都市圏の形成

広域総合文化会館（加
古川市）

昭 61～平 2 調和のとれた活力ある
まちづくり

播磨内陸 昭 54
（昭 60）

昭 55～平 2 昭 55～昭 60 播磨内陸自立連環都市
の形成

播磨内陸生活文化総合
センター〔田園都市中
核施設〕（西脇市）

昭 61～平 2

播磨中央 昭 54
（昭 60）

昭 55～平 2 昭 55～昭 60 住みよい、暮らしよい、
生きがいのある明日の
播磨

揖南消防施設の整備（揖
保川町・御津町・太子町）
神崎郡南部火葬場の新
設（福崎町・香寺町）昭 61～平 2 21 世紀へ向けて、み

んなで築く活力と魅力
にあふれる豊かな播磨

西　　播 昭 56
（昭 62）

昭 57～平 7 昭 57～昭 62 自然と調和のとれた新
しい豊かな地域社会

千種川流域の一体的開
発整備（県・関係市町）
文化ホール（赤穂市）

昭 63～平 7

宍 粟 郡 昭 55
（昭 60）

昭 56～平 2 昭 56～昭 60 水と緑を基調とした自
由で創造的な地域づく
り

郡民病院の整備（事務
組合）
総合文化センター（山
崎町）

昭 61～平 2

北　　但 昭 54
（昭 60）

昭 55～平 2 昭 55～昭 60 若者が希望と情熱を
もって定住できる郷土
の建設

総合福祉会館（豊岡市）
広域情報センター（広
域）

昭 61～平 2 若者が希望と情熱を
もって定住できる“よ
みがえる郷土”の建設

南　　但 昭 54
（昭 60）

昭 55～平 2 昭 55～昭 60 若者が住みつく新しい
ふるさとづくり

南但広域管理センター
（広域）
南但広域複合センター
（和田山町）

昭 61～平 2 若者定住促進と地域活
性化

氷 上 郡 昭 55
（昭 60）

昭 56～平 2 昭 56～昭 60 緑あふれる新田園文化
都市の建設

広域消防の整備（広域）
広域伝染病院の整備
（広域）昭 61～平 2 緑あふれる田園文化都

市の建設
多 紀 郡 昭 54

（昭 60）
昭 55～平 2 昭 55～昭 59 美しい自然と文化の創

造
限りない郷土の発展を
めざして

伝統文化都市整備（篠
山町）
丹波伝統工芸公園（今
田町）

昭 61～平 2

淡　　路 昭 56
（昭 62）

昭 57～平 7 昭 57～昭 62 緑と海の歴史にささえ
られた人間性豊かな島
づくり

広域水道用水の供給
（広域水道企業団）
三原郡民会館（事務組
合）

昭 63～平 7

※「主な広域事業」は、計画事業（県事業、一部事務組合事業、市町事業）のなかで、特に圏域共同
事業及び市町事業のうち基幹的なものについて表示したものである。�（『地方課のあゆみ』より作成）
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か
な
老
後
、
住
民
の
社
会
教
育
や
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参

加
と
い
っ
た
未
来
像
が
描
か
れ
て
い
た
。

　
兵
庫
県
内
の
一
〇
の
広
域
市
町
村
圏
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
北
但
、
南
但
、
播
磨

内
陸
、
多
紀
郡
、
播
磨
中
央
、
東
播
臨
海
の
六
圏
域
、
五
十
五
年
度
に
宍
粟
郡
、
氷
上
郡

の
二
圏
域
、
五
十
六
年
度
に
西
播
、
淡
路
の
二
圏
域
の
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。

　
県
内
の
新
旧
の
広
域
市
町
村
圏
計
画
を
事
業
費
の
面
で
比
較
す
る
と
、
重
点
分
野
の
差

は
明
確
で
あ
る
。
旧
計
画
に
基
づ
く
圏
域
の
事
業
費
は
、
道
路
（
七
〇
・
三
％
）
が
最
も

多
く
な
っ
て
お
り
、
環
境
衛
生
施
設
（
一
三
・
〇
％
）、
教
育
文
化
・
体
育
施
設
（
七
・
五
％
）

が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
新
計
画
に
基
づ
く
圏
域
の
事
業
費
は
、
住
宅
・
生
活
関

連
施
設
（
四
〇
・
二
％
）、
交
通
・
情
報
（
二
一
・
三
％
）、
地
域
産
業
振
興
（
一
五
・
一
％
）、

自
然
環
境
の
保
全
整
備
（
八・三
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
全
事
業
費
に
占
め
る
道
路
（
交
通・

情
報
）
の
比
率
が
低
下
し
、
代
わ
り
に
住
宅
・
生
活
関
連
施
設
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
重
点
分
野
の
変
化
に
加
え
て
、
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
で
は
、
都
道
府
県
が
よ
り
事
業
に
主
体
的
に
加
わ
る
こ
と
と
さ
れ
、

都
道
府
県
、
市
町
村
、
一
部
事
務
組
合
と
い
っ
た
関
係
団
体
が
統
合
的
に
事
業
を
実
施
で
き
る
態
勢
を
構
築
す
る
こ
と
も
目
標

と
さ
れ
た
。
新
計
画
の
策
定
に
お
い
て
都
道
府
県
の
参
画
が
求
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
①
新
計
画
が
文
化
・
教
育
、
福
祉
・
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医
療
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
諸
分
野
に
関
し
て
圏
域
内
で
の
総
合
的
整
備

を
図
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
事
業
が
か
な
り

の
程
度
重
要
な
役
割
を
占
め
て
お
り
、
都
道
府
県
事
業
を
抜
き
に
し
て
は
圏
域

の
整
備
が
十
分
に
で
き
な
い
こ
と
、
②
都
道
府
県
が
参
画
す
る
こ
と
で
広
域
圏

の
事
業
の
推
進
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、
今
後
の
都
道
府
県
事
業

の
推
進
に
当
た
り
、
広
域
圏
の
事
業
と
の
相
互
調
整
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
は
、
域
内
の
公
共
施
設
の
廃
置
、
各
種
施
設
整
備
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
広
域
的
な
視
点
か
ら
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
意
図
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
計
画
の
大
前
提
と
し
て
地
域
住
民
の
意
向

を
充
分
に
反
映
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。

　
前
述
の
と
お
り
、
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
に
お
い
て
は
都
道
府
県
の
主
体
的
な
関
与
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る

が
、
兵
庫
県
に
お
い
て
も
、
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
の
策
定
が
な
さ
れ
た
各
圏
域
に
対
し
て
県
か
ら
事
業
の
具
体
化
や
計
画
の

推
進
に
関
す
る
指
導
・
助
言
が
行
わ
れ
た
。

　
播
磨
内
陸
広
域
市
町
村
圏
を
例
に
、
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
に
基
づ
く
個
別
の
事
業
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
郷
土
文
化

の
振
興
を
目
的
と
し
た
「
郷
土
副
読
本
の
共
同
編
さ
ん
・
ふ
る
さ
と
教
育
計
画
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
郷
土
副
読
本
に
よ
り
地
域

の
子
供
を
対
象
と
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
を
強
化
し
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
へ
の
愛
着
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
る
。

写真23　�播磨内陸新広域市町村
圏計画後期基本計画
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ソ
フ
ト
面
の
事
業
と
し
て
は
、「
播
磨
内
陸
福
祉
事
業
団
」
の
設
立
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
事
業
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ベ
ー
ス
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展
開
や
福
祉
団
体
の
育
成
を
図
る
た
め
、「
播
磨
内
陸
福
祉
事
業
団
」
を
設
立
し
、

地
域
住
民
、
団
体
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
実
践
的
な
福
祉
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

大
都
市
周
辺
地
域

広
域
行
政
圏
の
設
定

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
は
、
急
速
な
都
市
化
に
伴
う
人
口
過
密
や
市
街
地

の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
と
い
っ
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
大
都
市
部
や
そ

の
周
辺
地
域
に
つ
い
て
も
大
都
市
周
辺
地
域
広
域
行
政
圏
の
設
定
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
都
市
周
辺
地
域
広
域
行
政
圏
の
圏
域
の
設
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
関
係
市
町
村
及
び
自
治

大
臣
と
の
協
議
を
経
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
圏
域
内
の
人
口
の
目
安
と
し
て
は
四
〇
万
人
程
度
と

さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
一
圏
域
（
阪
神
広
域
行
政
圏
）
が
設
定
さ
れ
た
。
同
圏
域
に
お

い
て
は
既
に
昭
和
三
十
六
年
に
、
急
速
な
都
市
化
に
伴
う
問
題
へ
の
対
処
と
し
て
、
六
市
一
町
か

ら
な
る
阪
神
広
域
行
政
都
市
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
法
的
根
拠
を
伴
わ
な
い
任
意
団
体

で
あ
っ
た
た
め
、
財
政
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
ず
、
活
動
量
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
課
題

で
あ
っ
た
。

　
阪
神
広
域
行
政
圏
の
設
定
に
伴
う
阪
神
広
域
行
政
圏
協
議
会
の
設
立
に
よ
り
、
圏
域
内
の
市
町

に
お
け
る
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
元
年
度
に
第
一
次
阪
神
広
域
行
政

表 9　大都市周辺地域広域行政圏の設定状況

地域
名

設定
年度

圏域
名 関係市町名 人口

（元 3.31）
県全体
比率

面積
（63.10.1）

県全体
比率

阪神 63 阪神
尼崎市・西宮市・
芦屋市・伊丹市・
宝塚市・川西市・
三田市・猪名川町

人
1,588,087

％
29.9

㎢
648.20

％
7.7

合　計 7市 1町 1,588,087 29.9 648.20 7.7
（注）人口は、住民基本台帳による。� （『地方課のあゆみ』より引用）
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表 10　県内の広域行政圏計画の概要

圏域名 策定
（改定）
年度

計画期間 圏域の基本目標 主な広域事業（事業主体）
＊当初計画時

基本構想 基本計画

東　播
臨　海

平 2
（平 7）

平 3～平 12 平 3 ～平 7 明日の豊かさをはぐくむ出
会いと交流の舞台づくり

高砂線跡地緑道整備事業
（高砂市）平 8～平 12

播　磨
内　陸

平 2
（平 7）

平 3～平 12 平 3 ～平 7 播磨内陸交流公園都市圏 日本のへそ経緯度地球科
学館建設（西脇市）平 8～平 12

播　磨
中　央

平 2
（平 7）

平 3～平 12 平 3 ～平 7 未来へ出発の高感度ス
テージ・播磨

姫路公園整備（姫路市）
かんざきサクラの名園づ
くり事業（神崎町）
西播磨テクノポリス（県・
関係市町）

平 8～平 12 未来へ出発つ高感度ス
テージ・播磨

西　播 昭 62 昭 63 ～平 7 昭 63 ～平 7 自然と調和のとれた新し
い豊かな地域社会

赤穂文化会館の建設（赤
穂市）
西播磨テクノポリス（県・
関係市町）平 7 平 8～平 12 平 8～平 12 「水と緑と光あふれる西播

七都のまちづくり」海・川・
山・星・月・SPring-8

宍粟郡 平 2 平 3～平 12 平 3 ～平 7 特性を生かした魅力あふ
れる地域づくりをめざし
て

森林浴パークHAGA整備
（波賀町）平 4

（平 7）
平 5～平 12 平 5 ～平 7

平 8～平 12
北　但 平 2 平 3～平 12 平 3 ～平 7 快適「定住・交流」空間 奈佐森林公園整備（豊岡市）
南　但 平 2 平 3～平 12 平 3 ～平 7 職・住・遊一体型快適都市・

南但馬
和田山町文化会館建設（和
田山町）

但　馬 平 7 平 8～平 17 平 8～平 12 交流と共生の理想の都“あ
したのふるさと・但馬”
＊但馬圏域は平成7年度に
北但・南但を統合し設定

コウノトリの郷公園（仮
称）整備事業（兵庫県）
但馬長寿の郷推進事業（兵
庫県・八鹿町）

氷上郡 平 2
（平 7）

平 3～平 12 平 3 ～平 7 新しい氷上の文化─心豊
かで快適なくらし─

横峰山頂公園連絡道路整
備（市島町）

平 8～平 12 ひかり　かがやく　みらい
多紀郡 平 2

（平 7）
平 3～平 12 平 3 ～平 7 未来にはばたくヒューマ

ン・リゾートピア
遠方ふるさとの川整備（西
紀町）

平 8～平 12 未来にはばたくヒューマ
ントピア

淡　路 平 2
（平 7）

平 3～平 12 平 3 ～平 7 定住）ウェルフェア・ふ
るさと淡路

先山観光開発整備（洲本
市）

平 8～平 12 自立）ニューフロンティ
ア・ふるさと淡路
交流）コミュニケーショ
ン・ふるさと淡路

阪　神 平元 平 2～平 12 平 2～平 12 個性と連帯を大切に、世
界に発信する都市の創造
をめざして

樋ノ池公園整備事業（西
宮市）
女性センター建設（伊丹市）

�※「主な広域事業」は、計画事業（県事業、一部事務組合事業、市町事業）のなかで、特に圏域共同
事業及び市町事業のうち基幹的なものについて表示したものである。�（『地方課のあゆみ』より作成）
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圏
計
画
が
策
定
さ
れ
、
国
か
ら
市
町
向
け
の
補
助
事
業
で
あ
っ
た
、
ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
の
連
絡
調
整
業
務
を
二
年
度

よ
り
協
議
会
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

広
域
行
政
圏

計
画
の
策
定

昭
和
六
十
二
年
に
策
定
さ
れ
た
第
四
次
総
合
開
発
計
画
（
以
下
、
四
全
総
）
で
は
「
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
」

が
基
本
理
念
と
さ
れ
た
。
四
全
総
を
受
け
て
平
成
三
年
に
自
治
省
に
よ
る
通
知
「
今
後
の
広
域
行
政
圏
の
振

興
整
備
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
広
域
市
町
村
圏
・
大
都
市
周
辺
地
域
広
域
行
政
圏
は
、
広
域
行
政

圏
へ
と
改
称
さ
れ
た
。
広
域
行
政
圏
は
多
極
分
散
型
国
土
形
成
の
基
本
的
な
単
位
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
県
内
に
お
い
て
も
圏
域

内
の
総
合
整
備
と
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
を
目
標
と
す
る
広
域
行
政
圏
計
画
が
策
定
さ
れ
た
（
表
10
）。

ふ
る
さ
と

市
町
村
圏

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
よ
り
、地
域
づ
く
り
の
機
運
が
高
ま
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
内
閣
主
導
で
始
め
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
創
生
と
、
定
住
構
想
・
田
園
都
市
構
想
で
目
指
さ

れ
た
多
極
分
散
型
国
土
形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
、
平
成
元
年
度
よ
り
広
域
行
政
圏
を
基
礎
と
し
た
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
の
選

定
が
行
わ
れ
た
。
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
は
自
治
省
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
地
方
都
市
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
広

域
に
わ
た
る
地
域
振
興
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
従
来
の
広
域
行
政
圏
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
自
立
的
発
展
が

見
込
ま
れ
る
地
方
都
市
と
そ
の
周
辺
地
域
を
一
体
と
し
た
圏
域
が
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。

　
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
で
は
、
圏
域
の
振
興
整
備
に
向
け
た
組
織
体
制
や
計
画
を
整
え
る
と
同
時
に
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基

金
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
基
金
の
運
用
益
に
よ
り
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
と
す
る
地
域
振
興
事
業
を
展
開
し
、
広
域
に
わ
た
る
多

様
な
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
平
成
六
年
度
ま
で
に
、
三
六
二
の
広
域
行
政
圏
の
う
ち
一
四
七
の
圏
域
が
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
に
選
定
さ
れ
た
。
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兵
庫
県
内
で
は
、
平
成
元
年
度
に
淡
路
が
、
四
年
度
に
宍
粟
郡
が
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
に
選
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る

地
域
づ
く
り
の
試
み
が
な
さ
れ
た
。
淡
路
で
は
「
淡
路
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
定
住
（
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
）

＋
自
立
（
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）
＋
交
流
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
が
圏
域
の
将
来
像
と
し
て
示
さ
れ
た
。
住
民
の
定
住
を
図

る
た
め
に
安
ら
ぎ
と
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
第
一
次
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
と
リ

ゾ
ー
ト
関
連
産
業
な
ど
の
育
成
に
よ
る
雇
用
機
会
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
。

　
宍
粟
郡
で
策
定
さ
れ
た
「
宍
粟
郡
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
」
で
は
、「
し
そ
う
森
林
王
国
」
の
活
性
化
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

森
林
に
代
表
さ
れ
る
圏
域
内
の
自
然
資
源
を
守
る
と
と
も
に
、
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
を
促
進
す
る
た
め
に
、「
林
業
活
性
化

大
学
」
の
開
校
や
「
ま
ち
と
森
林
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り

特
別
対
策
事
業

自
治
省
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
」
は
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
独
創
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
事
業

は
広
域
行
政
圏
に
お
け
る
振
興
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
広
域
行
政
圏
の
広
域
行
政
機
構
に
お
い

て
県
・
市
町
の
計
画
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、「
ま
ち
づ
く
り
事
業
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
広
域
行
政
圏
に
お
け
る

振
興
整
備
事
業
の
中
で
も
中
核
を
占
め
て
い
る
教
育
・
文
化
関
連
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
地
場
産
業
振
興
施
設
等
の
整
備
が

進
め
ら
れ
た
。

　
兵
庫
県
内
に
お
い
て
も
各
広
域
行
政
圏
に
お
い
て
様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。
播
磨
中
央
広
域
市
町
村
圏
で
は
、
昭
和
五

十
七
年
度
に
開
設
さ
れ
た
自
然
体
験
施
設
「
母
と
子
の
島
」（
現
い
え
し
ま
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー
）
の
整
備
が
計
画
さ
れ
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
宿
泊
施
設
の
ロ
ッ
ジ
等
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
阪
神
周
辺
地
域
広
域
行
政
圏
で
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
五
年

第一章　地域主導・分権型システムへの胎動

73



度
に
か
け
て
男
女
共
同
参
画
事
業
の
中
核
施
設
で
あ
る
「
伊
丹
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
阪
神
周
辺
地
域

広
域
行
政
圏
で
は
、
こ
の
他
に
、
国
際
交
流
活
動
促
進
の
た
め
に
「
宝
塚
市
立
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。

市
町
連
携

の
強
化

市
町
連
携
の
機
運
も
高
ま
り
を
見
せ
始
め
、
広
域
事
業
が
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
昭
和
五
十
八
年

七
月
十
一
日
に
、
広
域
行
政
の
推
進
を
掲
げ
て
、
姫
路
市
を
中
心
と
す
る
四
市
二
一
町
か
ら
な
る
西
播
磨
市
町

長
会
が
発
足
し
た
。
設
立
の
目
的
は
、
関
係
市
町
の
首
長
が
西
播
磨
地
域
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
り
、
話

し
合
う
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
効
率
的
か
つ
円
滑
な
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
事
業
内
容
と
し
て
、
重
要
課
題
の
解

決
に
向
け
た
、
広
域
行
政
の
展
開
に
関
す
る
連
携
や
連
絡
調
整
、
国
や
県
へ
の
要
望
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
播
磨
地
域
で
は
そ
の
後
も
市
町
連
携
が
更
な
る
進
展
を
見
せ
、
平
成
五
年
一
月
二
十
二
日
に
は
姫
路
市
や
加
古
川
市
な
ど
三

市
八
町
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
播
磨
地
方
拠
点
都
市
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
本
協
議
会
の
目
的
は
、
産
業
構
造
の
高
度
化
と
住
み
や
す
い
生
活
環
境

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
域
内
の
市
町
の
均
衡
あ
る
発
展
と
自
立
的
な
成
長
を

図
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
翌
六
年
に
は
、
域
内
の
公
共
施
設
や
居
住
環
境
の
整
備
を

内
容
と
し
た
播
磨
地
方
拠
点
都
市
地
域
基
本
計
画
の
策
定
が
な
さ
れ
た
。

　
市
町
連
携
の
強
化
の
動
き
は
、
県
内
の
都
市
部
の
地
域
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。

神
戸
・
阪
神
地
域
で
は
、
平
成
二
年
に
神
戸
市
と
隣
接
八
市
町
か
ら
な
る
神
戸
隣

接
市
・
町
長
懇
話
会
が
設
立
さ
れ
た
。
同
懇
話
会
設
立
の
目
的
と
し
て
、
首
長
同

士
が
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
地

写真 24　�西播磨市町長会の発足を報じる新聞
（神戸新聞 昭和 58（1983）年 7月 12日）

第二編　経済優先から生活文化重視へ

74



域
住
民
の
生
活
向
上
を
図
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
同
懇
話
会
で
展
開
さ
れ
た
初
期

の
事
業
と
し
て
、
平
成
四
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
の
び
の
び
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。「
の
び
の
び
パ
ス
ポ
ー
ト
」
は
、
子
供
達
の
健
全
育
成
と
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
関
係
市
町
の
小
中
学
生
を
対
象
に
教
育
施
設
等
を
無
料
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
坂
井
県
政
で
続
け
ら
れ
た
市
町
を
は
じ
め
と
す
る
自
治

体
間
連
携
重
視
の
流
れ
は
、
そ
の
後
の
貝
原
県
政
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
。
平
成

三
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
「
ひ
ょ
う
ご
地
域
連
携
構
想
」
は
、
教
育
・
文
化
・
福
祉

な
ど
様
々
な
政
策
分
野
で
都
市
と
農
山
漁
村
が
協
力
し
、
互
い
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
日
常
的
な
循
環
型
の
交
流
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
県
全
体
の
住
み
や
す
さ
を
促
進
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
本
構
想
は
、
既
に
進
め
ら
れ
て
い
た
市
町
レ

ベ
ル
で
の
地
域
連
携
の
試
み
を
、
県
の
立
場
か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

二
　
ふ
る
さ
と
創
生
へ
の
取
組

ふ
る
さ
と
創
生
一

億
円
事
業
の
展
開

こ
の
時
期
に
展
開
さ
れ
た
国
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
地
域
振
興
の
支
援
策
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
度
か

ら
平
成
元
年
度
に
か
け
て
行
わ
れ
た
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
事
業
（
通
称
、
ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円
事
業
）
が
あ
る
。
本
事
業
は
当
時
の
竹
下
登
内
閣
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
政
策
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、四
全
総
、

新
経
済
計
画
に
よ
っ
て
自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

写真 25　のびのびパスポート（神戸市版）
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二
年
間
を
事
業
実
施
期
間
と
し
た
本
事
業

は
、「
地
方
が
知
恵
を
出
し
、
中
央
が
支
援

す
る
」
と
い
う
理
念
の
下
に
、
自
主
的
な
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
を
支
援
す
る
た
め

に
、
一
市
町
村
当
た
り
一
律
に
一
億
円
を
地

方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
加
算
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
地
域
に
お
け

る
文
化
、
伝
統
、
歴
史
等
を
踏
ま
え
た
自
主

的
・
独
創
的
な
地
域
づ
く
り
を
展
開
す
る
た

め
に
、
財
政
措
置
さ
れ
た
一
億
円
を
用
い
た

事
業
の
内
容
の
策
定
は
各
市
町
村
に
委
ね
ら

れ
、
国
は
一
切
関
与
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
都
道
府
県
に
対
し
て

も
ふ
る
さ
と
創
生
の
取
組
支
援
に
向
け
た
広

報・普
及
の
事
業
の
た
め
に
一
億
円
程
度（
標

準
団
体
）
の
財
政
措
置
が
な
さ
れ
た
。

　
県
内
で
は
、
平
成
二
年
三
月
末
ま
で
に
全

表 11　県内市町のふるさと創生 1億円事業の特色別事業数

事業の特色 件数 参考事例
まちづくりの推進 136 〇日本一づくり

　　1億円金塊展示（津名町）
　　滑り台（351 ｍ）（上月町）
　　こいのぼり 1,000 匹遊泳（神崎町）
〇星空の都づくり（佐用町）
〇夢千代の里づくり（温泉町）

地域文化の振興  58 〇ふるさと文庫（神戸市）
〇�近松ナウ事業〔オペラ公演、モニュメント等〕（尼崎市）
〇時打ち太鼓・太鼓櫓の建設助成（明石市）

地域経済の活性化  75 〇ふるさと 100 年の森林づくり（宍粟郡一宮町）
〇ＰＲソング「恋港家島」有線放送化（家島町）
〇特産物振事業（山崎町ほか）
〇世界の梅公園（御津町）

地域間・国際交流  25 〇経緯度ゆかりの都市との交流（西脇市）
〇�南西ドイツフィルハーモニー管弦楽団演奏会（洲本市）
〇波賀「高砂の家」建設（高砂市）

教育・福祉の充実
高齢化社会への対応

 19 〇ボランティア福祉活動基金の設置（明石市）
〇自ら学ぶ教室整備〔ビデオの制作、設置〕（西紀町）

その他 132 〇丹波の森協会出資金（山南町ほか）
〇町勢記録映画製作（淡路町）
〇�ファクシミリ・パーソナルコンピューター設置事業（家島町）

計 445
� （『地方課のあゆみ』より引用）
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市
町
が
事
業
決
定
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
一
三
六
事
業
、
地
域
文
化
の
振
興
が
五
八
事
業
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が

七
五
事
業
な
ど
あ
わ
せ
て
四
四
五
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
各
市
町
で
行
わ
れ
た
代
表
的
な
事
業
と
し
て
、
神
戸
の
ふ
る
さ
と
文

庫
（
神
戸
市
）、
近
松
ナ
ウ
事
業
（
尼
崎
市
）、
ふ
る
さ
と
再
発
見
表
示
柱
設
置
事
業
（
洲
本
市
）、
伊
丹
市
ふ
る
さ
と
基
金
の
創

設
（
伊
丹
市
）、
万
葉
の
岬
リ
フ
ト
設
置
事
業
（
相
生
市
）、
赤
穂
城
本
丸
門
復
元
整
備
事
業
（
赤あ

こ
穂う

市
）、
奥
猪
名
健
康
サ
イ
ト

整
備
事
業
（
猪
名
川
町
）、
町
営
有
線
テ
レ
ビ
事
業
（
滝
野
町
（
現
加
東
市
））、
町
制
施
行
三
〇
周
年
記
念
事
業
（
黒
田
庄
町
（
現
西

脇
市
））、家
島
町
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
リ
ゾ
ー
ト
整
備
事
業
（
家
島
町
（
現
姫
路
市
））、郷
土
芸
能
創
作
事
業
（
大お

お
河か

わ
内ち

町
（
現

神
河
町
））、
一
億
円
金
塊
展
示
事
業
（
津
名
町
）、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
事
業
（
淡
路
町
）、
地
域
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
事
業
（
北
淡

町
（
以
上
、
現
淡
路
市
））
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
地
域
づ
く
り
・
地
域
お
こ
し
の
た
め
に
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
国
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
、
知
事
の
貝
原
俊
民
は
、
平
成
元
年
二
月
県
議
会
の
代
表
質
問
に

対
す
る
答
弁
で
、「
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
み
ず
か
ら
の
創
意
と
工
夫
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
は
、
ご
指
摘
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
多
極
分
散
型
国
土
構
造
を
形
成
す
る
上
に
お
い
て
不
可
欠
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
し
た
が
い
ま
し
て
、
あ
く
ま
で
も
市
町
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
た
め
の
支
援
あ
る
い
は
発
想
さ
れ
た
計
画
の
実
現
へ
の
協
力
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
と
し
て

も
応
分
の
努
力
を
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
好
意
的
か
つ
前
向
き
に
捉
え
て
い
た
。

　
県
に
お
い
て
も
、
各
市
町
の
事
業
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、「
ま
ち
お
こ
し
人
」
大
会
と
題
し
た
広
報
・
普
及
活
動
が
平
成

元
年
五
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
会
は
、
神
戸
新
聞
社
が
設
立
し
た
「
神
戸
新
聞
地
域
会
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議
」
が
企
画
し
、
県
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
県
内
の
六
五
市
町
か
ら
八
五
人

の
ま
ち
づ
く
り
担
当
者
が
参
加
し
た
。
他
県
や
県
内
の
ま
ち
お
こ
し
仕
掛
人
を
招
い
て
、

企
画
等
に
つ
い
て
の
意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
、
新
た
な
ま
ち
お
こ
し
の
き
っ
か
け
を

つ
か
む
と
い
う
も
の
で
、県
外
か
ら
新
潟
県
安
塚
町
（
現
上
越
市
）、埼
玉
県
神
泉
村
（
現

神
川
町
）、
徳
島
県
阿
波
町
（
現
阿
波
市
）
の
担
当
者
を
招
き
、
各
地
域
に
お
け
る
ま
ち

お
こ
し
の
事
例
報
告
や
そ
れ
を
基
に
し
た
討
論
が
行
わ
れ
た
。

地
域
づ
く
り
推

進
事
業
の
展
開

ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
業
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
自
主
的
・
主
体

的
な
地
域
づ
く
り
の
機
運
を
よ
り
持
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

平
成
二
年
度
か
ら
四
年
度
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
の
が
「
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
で

あ
る
。
本
事
業
は
、
市
町
村
が
策
定
す
る
概
ね
三
年
間
を
事
業
期
間
と
す
る
「
地
域
づ
く
り
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
事
業
に
対

し
、
地
方
交
付
税
措
置
を
中
心
と
し
た
助
成
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
県
内
で
は
、
平
成
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
、
延
べ
五
一
団
体
に
よ
り
七
三
の
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。
各
市
町
で
行
わ
れ
た

主
な
事
業
と
し
て
、
小
磯
記
念
美
術
館
建
設
事
業
（
神
戸
市
）、
と
き
め
き
ア
ベ
ニ
ュ
ー
整
備
事
業
（
姫
路
市
）、
ふ
れ
あ
い
の
森

整
備
事
業
（
加
古
川
市
）、
女
性
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
（
三
木
市
）、
文
化
複
合
施
設
建
設
事
業
（
稲
美
町
）、
地
域
振
興
会
館
建
設

事
業
（
福
崎
町
）、
ふ
る
さ
と
会
館
建
設
事
業
（
太
子
町
）、
三
方
東
部
多
目
的
団
地
整
備
事
業
（
日
高
町
（
現
豊
岡
市
））、
と
が
山

自
然
文
化
圏
整
備
事
業
（
八
鹿
町
（
現
養
父
市
））
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
次
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
中
核
事
業
で
あ
る
「
ふ
る

写真 26　�第１回「まちおこし人」大会�
（神戸新聞提供）
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さ
と
づ
く
り
事
業
」
に
引
き
継
が
れ
る
。

三
　
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
自
治
振
興
事
業

　
兵
庫
県
独
自
の
市
町
に
よ
る
事
業
へ
の
助
成
制
度
で
、
昭
和
三
十
九
年
に
導
入
さ
れ
た
自
治
振
興
助
成
事
業
は
、
そ
の
後
も

拡
大
を
続
け
た
。
昭
和
五
十
年
代
後
半
以
降
、
財
源
と
な
る
競
馬
配
分
金
の
増
収
傾
向
と
も
相
ま
っ
て
、
助
成
額
は
補
助
金
及

び
貸
付
金
を
あ
わ
せ
、
概
ね
七
〇
億
円
か
ら
八
〇
億
円
台
で
推
移
し
、
平
成
四
年
度
に
は
一
〇
〇
億
円
を
超
え
る
に
至
っ
た
。

平
成
六
年
度
以
降
、
競
馬
配
分
金
の
減
収
が
あ
っ
た
も
の
の
、
七
年
度
は
九
〇
億

円
を
超
え
る
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
自
治
振
興
助
成
事
業
に
お
け
る
重
点
施
策
事
業
と
の
関
連
で
み
て
い
く
。

　
坂
井
県
政
期
の
昭
和
五
十
年
度
か
ら
、
人
間
尊
重
・
福
祉
優
先
を
基
軸
と
し
た

生
き
が
い
に
満
ち
た
生
活
文
化
社
会
の
構
築
に
向
け
、「
二
一
世
紀
へ
の
生
活
文

化
社
会
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
、
自
治
振
興
助
成
事
業
の
重
点
施
策

事
業
も
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
、
県
の
総
合
的
な
施
策
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
施
策
」「
健
康
で
た
く
ま
し
い
県
民
の
育
成
」（
五
十
五
年
度

か
ら「
健
康
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
施
策
」に
）「
市
町
立
病
院
経
営
健
全
化
の
対
策
」

を
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
は
、「
教

育
と
文
化
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
」「
健
康
を
守
り
福
祉
を
高
め
る
ま
ち
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づ
く
り
の
施
策
」「
産
業
と
雇
用
を
促
す
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
」
を
重
点
施
策
事
業
と
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
対
象
事
業

を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
貝
原
県
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
自
治
振
興
助
成
事
業
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
「
こ
こ
ろ
豊
か

な
人
づ
く
り
」「
す
こ
や
か
な
社
会
づ
く
り
」「
た
く
ま
し
い
産
業
づ
く
り
」「
さ
わ
や
か
な
県
土
づ
く
り
」
を
重
点
施
策
事
業

と
し
た
。
さ
ら
に
、
翌
六
十
三
年
度
に
は
「
た
く
ま
し
い
産
業
づ
く
り
」
を
追
加
し
た
。
そ
の
後
、
生
活
排
水
処
理
対
策
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
平
成
二
年
度
に
、
具
体
の
重
点
施
策
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、「
生
活
排
水
対
策
事
業
」
を
追
加
し

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
平
成
三
年
度
に
は
、
農
業
集
落
排
水
整
備
促
進
事
業
が
始
め
ら
れ
た
。
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ま
た
、「
生
活
排
水
九
九
％
大
作
戦
」
を
推
進
す
る
た
め
、
生
活
排
水
対
策
事
業
に
、
①
公
共
下
水
道
事
業
（
流
域
関
連
公
共
下

水
道
事
業
を
除
く
）、
②
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
、
③
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
、
④
農
業
集
落
排

水
事
業
（
モ
デ
ル
）、
⑤
漁
業
集
落
排
水
事
業
、
⑥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
の
六
事
業
が
追
加
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
平
成
六
年
度
に
は
、
生
活
排
水
対
策
事
業
は
四
七
・
七
億
円
と
な
り
、
自
治
振
興
助
成
事
業
合
計
の
一
一
二
億

円
の
う
ち
の
四
〇
％
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
自
治
振
興
助
成
事
業
を
通
じ
た
生
活
排
水
対
策
事
業
の
大
幅
な
拡
充
の
事
例
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
兵
庫
県
は
広
域
自
治
体

と
し
て
、
県
の
総
合
的
な
施
策
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
住
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策
を
積
極

的
に
展
開
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

四
　
拡
大
す
る
市
町
財
政

　
昭
和
五
十
五
年
以
降
、
市
町
財
政
の
状
況
は
、
概
ね
良
好
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
の
第
二
次
石
油
危
機
に
よ
り
世
界
的

な
景
気
後
退
が
生
じ
た
が
、
日
本
経
済
へ
の
影
響
は
限
定
的
で
、
歳
入
・
歳
出
と
も
増
加
を
続
け
た
。
市
町
全
体
の
歳
出
総
額

は
、
昭
和
五
十
五
年
度
時
点
で
一
兆
二
一
三
六
億
円
で
あ
っ
た
が
、
平
成
五
年
度
は
二
兆
四
三
一
三
億
円
と
一
三
年
間
で
約
二

倍
と
な
り
、
ま
た
、
実
質
収
支
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
度
に
県
内
で
赤
字
と
な
っ
た
市
町
が
ゼ
ロ
と
な
り
、
そ
の
後
平
成
五
年
度
ま
で
赤
字
団
体
ゼ
ロ
の
状
態
が
続

い
た
。
市
町
全
体
の
実
質
収
支
も
一
貫
し
て
黒
字
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
景
気
の
後
退
に
よ
り
平
成
四
年
度
の
歳
入
・

歳
出
の
伸
び
は
鈍
化
し
、
五
年
度
は
歳
入
が
過
去
最
低
の
伸
び
率
と
な
る
等
、
不
景
気
に
伴
う
税
収
の
低
下
が
決
定
的
と
な
っ
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た
。

　
市
町
全
体
の
歳
入
構
成
比
の
状
況
を
見
る
と
、
好
景
気
を
背
景
と
し
た
地
方
税
収
の
増
加
を
受
け
て
、
地
方
税
の
占
め
る
比

率
は
昭
和
五
十
五
年
度
時
点
の
三
二
・
七
％
か
ら
逓
増
を
続
け
、
六
十
二
年
時
点
で
は
四
三
・
六
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
し

か
し
、
バ
ブ
ル
景
気
の
後

退
の
影
響
に
よ
り
、
平
成

元
年
以
降
は
減
少
に
転
じ
、

平
成
五
年
度
に
は
三
七
・

三
％
ま
で
低
下
し
た
。
代

わ
り
に
増
加
し
た
の
が
地

方
債
で
、
平
成
元
年
度
は

七
・
五
％
で
あ
っ
た
が
、

五
年
度
に
は
一
二
・
〇
％

と
な
っ
て
お
り
、
起
債
額

は
増
加
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
歳
入
に
占
め
る

比
率
に
大
き
な
変
化
は
見
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ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
平
成
元
年
度
の
対
前
年
度
比
は
一
三
二
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
財
源
対
策
債
償
還
基
金

費
と
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
事
業
費
等
の
算
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
数
も
四
か

ら
六
団
体
で
推
移
し
て
い
る
。

　
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
も
、構
成
比
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、平
成
五
年
度
に
対
前
年
度
比
で
一
二
二・

五
％
と
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
、
総
合
経
済
対
策
及
び
緊
急
経
済
対
策
に
基
づ
く
国
庫
補
助
事
業
の

追
加
実
施
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
市
町
全
体
の
歳
出
の
主
要
項
目
の
状
況
を
目
的
別
に
見
る
と
、
全
期
間
で
土
木
費
の
比
率
が
二
五
％
を
超
え
最
も
高
く
な
っ

て
い
る
。
平
成
五
年
度
は
、
総
合
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
土
木
施
設
整
備
事
業
の
積
極
的
実
施
が
な
さ
れ
た
結
果
、
三
〇
％

台
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
民
生
費
に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
保
健
福
祉
の
増
進
に
よ
り
増
加
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
他
方
で
、
減
額
と
な
っ
た
主
要
項
目
と
し
て
、
総
務
費
、
農
林
水
産
費
、
教
育
費
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
総
務
費
は
平

成
五
年
度
に
対
前
年
度
比
九
一
・
四
％
と
大
き
く
減
少
し
た
。

兵
庫
県
に
お
け
る
女
性
政
治
家
の
活
躍

　
初
の
女
性
議
員
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
四
年
の

兵
庫
県
議
選
津
名
郡
選
挙
区
補
欠
選
挙
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
昭
和
三
十
四
年
の
統
一
地
方
選
兵
庫
県
議
選
で
も
女

性
候
補
者
が
当
選
し
、
こ
れ
以
降
、
毎
回
の
県
議
選
に
お

い
て
一
～
二
名
の
女
性
候
補
者
が
当
選
し
続
け
た
。
平
成

に
入
る
と
、
同
三
年
に
は
一
挙
に
五
名
が
当
選
す
る
な
ど
、

女
性
県
議
は
増
加
し
、
同
十
一
年
に
は
、
過
去
最
多
の
一

二
名
に
達
し
た
。
県
内
市
町
（
村
）
の
首
長
に
目
を
向
け
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る
と
、
昭
和
二
十
六
年
に
武
庫
郡
良
元
村
（
現
宝
塚
市
）

で
近
畿
初
の
女
性
村
長
が
就
任
し
、
平
成
三
年
の
芦
屋
市

長
選
挙
で
は
北き
た

村む
ら

春は
る

江え

が
我
が
国
初
の
女
性
市
長
に
選
出

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
尼
崎
市
、
播
磨
町
、
宝
塚
市
に
お
い

て
も
相
次
い
で
女
性
首
長
が
誕
生
し
て
い
る
。
国
政
に
お

い
て
は
、
衆
議
院
・
参
議
院
の
両
院
と
も
、
初
め
て
女
性

議
長
と
な
っ
た
の
は
兵
庫
県
出
身
者
（
土ど

井い

た
か
子こ

、
扇
お
う
ぎ
千ち

景か
げ
）
で
あ
っ
た
。

写真 27　�全国初の女性市長の当選を報じ
る新聞（神戸新聞 平成 3（1991）
年 4月 22 日）
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